
JP 2015-164517 A5 2018.3.1

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成30年3月1日(2018.3.1)

【公開番号】特開2015-164517(P2015-164517A)
【公開日】平成27年9月17日(2015.9.17)
【年通号数】公開・登録公報2015-058
【出願番号】特願2015-6471(P2015-6471)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   8/13     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    8/13     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年1月15日(2018.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体から発生した音響波を複数の測定位置で受信して得られた複数の時系列の受信信
号を処理する情報処理装置であって、
　前記複数の時系列の受信信号中の対象信号の位相パターンが特定の空間方向に対応する
ように、前記複数の時系列の受信信号の位相を調整する位相調整手段、
　前記位相が調整された複数の時系列の受信信号から前記特定の空間方向における低周波
成分を低減する低減手段、および
　前記低周波成分が低減された前記複数の時系列の受信信号に基づいて、前記被検体の特
性情報を取得する特性情報取得手段
を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記位相調整手段は、前記複数の時系列の受信信号中の対象信号の位相差が小さくなる
ように、前記位相の調整を行う
ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記位相調整手段は、前記対象信号の位相が前記複数の測定位置の配列方向に揃うよう
に、前記位相の調整を行う
ことを特徴とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記低周波成分が低減された前記複数の時系列の受信信号の前記位相を回復する位相回
復手段を更に有し、
　前記特性情報取得手段は、前記低周波成分が低減され、かつ、前記位相が回復された前
記複数の時系列の受信信号に基づいて、前記特性情報を取得する
ことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記特性情報取得手段は、前記複数の時系列の受信信号それぞれに対して、前記位相調
整手段により調整された位相に基づいた演算を行うことにより前記被検体の特性情報を取
得する
ことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の情報処理装置。
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【請求項６】
　前記複数の時系列の受信信号中の対象信号の位相パターンを取得する位相パターン取得
手段をさらに有する
ことを特徴とする請求項１ないし５のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記位相パターン取得手段は、前記被検体の表面形状および前記複数の測定位置の少な
くともいずれかに基づいて、前記位相パターンを取得する
ことを特徴とする請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記位相調整手段は、ユーザーにより入力された前記対象信号の情報を入力手段を介し
て取得し、当該対象信号の情報に基づいて前記複数の時系列の受信信号の位相を調整する
ことを特徴とする請求項１ないし７のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　表示手段に前記複数の時系列の受信信号を表示させる表示制御手段を更に有し、
　前記位相調整手段は、前記表示手段に表示された前記複数の時系列の受信信号に対する
ユーザーの入力に基づいて、前記対象信号の情報を取得する
ことを特徴とする請求項８に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記位相調整手段は、前記被検体の表面で反射した音響波に基づく信号の成分を前記対
象信号として前記複数の時系列の受信信号の位相を調整する
ことを特徴とする請求項１ないし９のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記位相調整手段は、前記音響波を受信する受信部で反射した音響波に基づく信号の成
分を前記対象信号として前記複数の時系列の受信信号の位相を調整する
ことを特徴とする請求項１ないし１０のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記複数の測定位置の一部の測定位置で取得された信号に対してマスク処理を行うマス
ク処理手段を更に有する
ことを特徴とする請求項１ないし１１のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　前記低減手段は、前記位相が調整された前記複数の時系列の受信信号を前記特定の空間
方向の空間周波数信号に変換し、前記空間周波数信号から所定の空間周波数以下の成分を
低減する
ことを特徴とする請求項１ないし１２のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１４】
　被検体から発生した音響波を複数の測定位置で受信して得られた複数の時系列の受信信
号を処理する情報処理装置であって、
　前記複数の時系列の受信信号中の対象信号の配列方向の情報を取得する配列方向取得手
段、
　前記対象信号の配列方向の情報に基づいて、前記複数の時系列の受信信号から前記対象
信号の配列方向における低周波成分を低減する低減手段、および
　前記低周波成分が低減された前記複数の時系列の受信信号に基づいて、前記被検体の特
性情報を取得する特性情報取得手段、
を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項１５】
　前記配列方向取得手段は、前記被検体の表面形状および前記複数の測定位置の少なくと
もいずれかに基づいて、前記配列方向の情報を取得する
ことを特徴とする請求項１４に記載の情報処理装置。
【請求項１６】
　前記低減手段は、前記複数の時系列の受信信号を前記配列方向の空間周波数信号に変換
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し、前記空間周波数信号から所定の空間周波数以下の成分を低減する
ことを特徴とする請求項１４または１５に記載の情報処理装置。
【請求項１７】
　被検体から発生した音響波を複数の測定位置で受信して得られた複数の時系列の受信信
号を処理する情報処理方法であって、
　前記複数の時系列の受信信号中の対象信号の位相パターンが特定の空間方向に対応する
ように、前記複数の時系列の受信信号の位相を調整するステップと、
　前記位相が調整された複数の時系列の受信信号から前記特定の空間方向における低周波
成分を低減するステップと、
　前記低周波成分が低減された前記複数の時系列の受信信号に基づいて、前記被検体の特
性情報を取得するステップと、
を有することを特徴とする情報処理方法。
【請求項１８】
　被検体から発生した音響波を複数の測定位置で受信して得られた複数の時系列の受信信
号を処理する情報処理方法であって、
　前記複数の時系列の受信信号中の対象信号の配列方向の情報を取得するステップと、
　前記対象信号の配列方向の情報に基づいて、前記複数の時系列の受信信号から前記対象
信号の配列方向における低周波成分を低減するステップと、
　前記低周波成分が低減された前記複数の時系列の受信信号に基づいて、前記被検体の特
性情報を取得するステップと、
を有することを特徴とする情報処理方法。
【請求項１９】
　請求項１７または１８に記載の情報処理方法を情報処理装置に実行させるためのプログ
ラム。 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】情報処理装置および情報処理方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置および情報処理方法に関する。 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明は、以下の構成を採用する。すなわち、
　被検体から発生した音響波を複数の測定位置で受信して得られた複数の時系列の受信信
号を処理する情報処理装置であって、
　前記複数の時系列の受信信号中の対象信号の位相パターンが特定の空間方向に対応する
ように、前記複数の時系列の受信信号の位相を調整する位相調整手段、
　前記位相が調整された複数の時系列の受信信号から前記特定の空間方向における低周波
成分を低減する低減手段、および
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　前記低周波成分が低減された前記複数の時系列の受信信号に基づいて、前記被検体の特
性情報を取得する特性情報取得手段
を有することを特徴とする情報処理装置である。 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明はまた、以下の構成を採用する。すなわち、
　被検体から発生した音響波を複数の測定位置で受信して得られた複数の時系列の受信信
号を処理する情報処理装置であって、
　前記複数の時系列の受信信号中の対象信号の配列方向の情報を取得する配列方向取得手
段、
　前記対象信号の配列方向の情報に基づいて、前記複数の時系列の受信信号から前記対象
信号の配列方向における低周波成分を低減する低減手段、および
　前記低周波成分が低減された前記複数の時系列の受信信号に基づいて、前記被検体の特
性情報を取得する特性情報取得手段、
を有することを特徴とする情報処理装置である。 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明はまた、以下の構成を採用する。すなわち、
　被検体から発生した音響波を複数の測定位置で受信して得られた複数の時系列の受信信
号を処理する情報処理方法であって、
　前記複数の時系列の受信信号中の対象信号の位相パターンが特定の空間方向に対応する
ように、前記複数の時系列の受信信号の位相を調整するステップと、　前記位相が調整さ
れた複数の時系列の受信信号から前記特定の空間方向における低周波成分を低減するステ
ップと、
　前記低周波成分が低減された前記複数の時系列の受信信号に基づいて、前記被検体の特
性情報を取得するステップと、
を有することを特徴とする情報処理方法である。 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明はまた、以下の構成を採用する。すなわち、
　被検体から発生した音響波を複数の測定位置で受信して得られた複数の時系列の受信信
号を処理する情報処理方法であって、
　前記複数の時系列の受信信号中の対象信号の配列方向の情報を取得するステップと、
　前記対象信号の配列方向の情報に基づいて、前記複数の時系列の受信信号から前記対象
信号の配列方向における低周波成分を低減するステップと、
　前記低周波成分が低減された前記複数の時系列の受信信号に基づいて、前記被検体の特
性情報を取得するステップと、
を有することを特徴とする情報処理方法である。 
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